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東
日
本
大
震
災
に
係
る
職
員
派
遣
に
関
し
て
、宮
城
県
東
松
島

市
長
と
熊
本
県
知
事
か
ら
お
礼
の
書
簡
が
届
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
東
松
島
市
の
行
政
支
援
の
た
め
、

県
・
市
町
村
合
同
で
「
チ
ー
ム
熊
本
」
と
し
て
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
９
月

２０
日
現
在
の
職
員
派
遣
数
は
、
県
・
市
町
村
合
わ
せ
て
４
３
３
名
に
の
ぼ
り
、
現
在

も
継
続
中
で
す
。
阿
蘇
市
か
ら
も
２７
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
（
本
市
は
４５

市
町
村
で
熊
本
市
、
天
草
市
に
次
ぐ
３
番
の
職
員
数
を
派
遣
。
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

誌
面
の
都
合
上
、
東
松
島
市
長
か
ら
の
文
書
の
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

職
員
派
遣
の
お
礼
及
び
継
続
支
援
の
お
願
いに
つい
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
東
松
島
市
長　

阿
部
秀
保

　

貴
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
発
生
直

後
よ
り
全
国
各
地
の
多
く
の
方
か
ら
様
々
な
御
支
援
、
励
ま
し
等
を
賜
り
、

本
市
の
復
旧
復
興
に
当
た
り
、私
ど
も
元
気
と
勇
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
熊
本
県
の
県
・
市
町
村
職
員
で
構
成
す
る
「
チ
ー
ム
熊
本
」
に

よ
る
行
政
機
能
支
援
に
お
い
て
は
、
３
月
末
か
ら
今
日
ま
で
、
多
く
の
職
員

の
皆
様
に
、
被
災
者
の
相
談
窓
口
な
ど
第
一
線
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
、

本
市
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
や
復
旧
復
興
に
多
大
な
る
御
支
援
御
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
死
者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
１
，１
３
９
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

応
急
仮
設
住
宅
も
１
，７
５
０
戸
建
設
し
、
８
月
末
で
被
災
者
の
避
難
所
か
ら

の
移
転
も
全
員
終
了
し
、被
災
者
の
方
の
生
活
も
少
し
変
わ
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
半
年
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
９
月
１６
日

現
在
の
東
松
島
市
の
被
害
状
況
は
、
死
者
・

行
方
不
明
者
約
１
，１
３
９
名
（
死
者
は

９
７
２
名
）、
家
屋
被
害
は
全
・
半
壊
・

一
部
損
壊
含
め
約
１
４
，４
９
２
戸
に
上
っ
て

い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
か
ら
も
既
に
２７
名
の
職
員
が
宮

城
県
東
松
島
市
へ
の
熊
本
県
行
政
支
援

チ
ー
ム
の一
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

私
も
第
22
陣
と
し
て
、
８
月
２４
日
か
ら
９

月
４
日
ま
で
１１
泊
１２
日
の
日
程
で
支
援
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

熊
本
県
チ
ー
ム
は
、①
総
合
窓
口
受
付
、

②
市
民
課
相
談
窓
口
、③
民
間
賃
貸
住
宅

借
上
申
請
受
付
、④
住
宅
応
急
修
理
申
請

受
付
、⑤
生
活
再
建
支
援
金
申
請
受
付
、

⑥
罹
災
証
明
・
被
災
証
明
発
行
受
付
、⑦

土
嚢
袋
申
請
・
被
災
住
宅
解
体
申
請
・

撤
去
申
請
受
付
、⑧
災
害
弔
慰
金
・
見
舞

金
・
援
護
資
金
・
災
害
義
援
金
申
請
受
付
、

⑨
税
務
関
係
業
務
、⑩
各
種
デ
ー
タ
入
力

作
業
な
ど
の
業
務
を
東
松
島
市
職
員
の
指

示
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
当
初
の
よ
う
に
多
く
の
被
災
者
が

行
列
を
成
す
こ
と
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
毎
日
の
よ
う
に
震
災
関
係
の
各

種
申
請
や
相
談
の
た
め
に
被
災
さ
れ
た

方
々
が
来
庁
さ
れ
、
ま
た
、
様
々
な
問
題

や
生
活
再
建
に
向
け
て
の
不
安
か
ら
か

１
件
の
相
談
等
に
要
す
る
時
間
も
長
く
な
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

各
種
申
請
受
付
や
相
談
を
受
け
る
中

で
、
被
災
時
の
状
況
や
家
族
構
成
、
現
在

の
生
活
状
況
な
ど
様
々
な
聞
き
取
り
を
行

い
ま
し
た
が
、
壮
絶
な
体
験
を
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、淡
々
と
穏
や
か
に
説
明
さ
れ
、

私
自
身
、
記
録
す
る
手
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
度
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
被
災
者
の
方

か
ら
「
熊
本
か
ら
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
遠
く
か
ら
ご
苦
労
さ
ま
。」
な
ど
の
感
謝

健
康
福
祉
課　

村
山
茂
雄

22
陣
（
８
／
24 
〜 

９
／
４
）

現
地
派
遣
職
員
か
ら
の
報
告

▲東松島市職員から業務の指示を受ける
　チーム熊本のメンバー
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し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
、
各
種
相
談
や
申

請
受
付
業
務
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
昨
今
厳
し
い
自
治
体
経
営
下
に

あ
る
か
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
が
、引
き
続
き
職
員
の
派
遣
方
に
つい
て
特
段

の
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、今
日
ま
で
の
職
員
派
遣
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、貴
職
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

現在までの派遣の状況
宮城県東松島市への派遣職員
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

加藤勇二郎
北里　和輝
小糸　徳雄
森永　英治
荒木　孝文
吉田　英司
吉岡　喜代信
村山　大輔
浦田　陽介
家入　晋平
山口　修二
大和　真二
松本　武
竹原　剛
田上　慎也
釣井　真樹
城　貴巳彦
宮崎　隆
井　大士
中川　道

4陣
5陣
7陣
8陣
9陣
11陣
11陣
12陣
12陣
14陣
15陣
15陣
15陣
16陣
17陣
17陣
18陣
19陣
19陣
19陣

4/16～ 4/22
4/21～ 4/27
5/1～ 5/7
5/6～ 5/12
5/11～ 5/17
5/21～ 5/27
5/21～ 5/27
5/26～ 6/6
5/26～ 6/6
6/13～ 6/24
6/22～ 7/3
6/22～ 7/3
6/22～ 7/3
7/1～ 7/12
7/10～ 7/21
7/10～ 7/21
7/19～ 7/30
7/28～ 8/8
7/28～ 8/8
7/28～ 8/8

21
22
23
24
25
26
27

今村　和裕
後藤　悟
大津　恭一
原　滉樹
村山　茂雄
松田　慎司
村上　勇一

20陣
20陣
21陣
21陣
22陣
23陣
25陣

8/6～ 8/17
8/6～ 8/17
8/15～ 8/26
8/15～ 8/26
8/24～ 9/4
9/2～ 9/13
9/22～ 10/4

1
2
古木　なおみ
高藤　郁子

12陣
15陣

1 村上　潤一 ―

5/26～ 6/2
6/13～ 6/20

1 坂崎　秀幸 ― 4/30～ 5/8

1 寺本　良太 ― 6/18～ 6/27

4/18～ 4/24

阿蘇市東日本大震災復興支援対策本部の連絡先変更のお知らせ
　４月１日の対策本部設置以来、復興支援対策室（☎２２－３５１０）
で対応していましたが、１０月１日からは総務課（☎２２－３１１１）で
対応することになりましたのでお知らせします。
　今後も義援金や東松島市への職員の派遣などの支援を継続し、
被災地の復興を支援していきます。

▲壊滅的な被害を受けた陸前高田市役所

や
励
ま
し
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
く
場

面
も
多
く
あ
り
、
微
力
な
が
ら
も
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
で
は
８
月
末
を
も
っ
て
、
市

内
の
避
難
所
は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
、
避
難

所
等
で
生
活
さ
れ
て
い
た
被
災
者
の
多
く

が
仮
設
住
宅
等
へ
の
入
居
を
始
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
復
興
へ
向
け
た
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の一つ
に
、
復
興

を
願
う
と
と
も
に
多
方
面
か
ら
の
支
援
に

恩
返
し
す
る 〝
あ
り
が
と
う
〞 「
東
松
島
元

気
フ
ェ
ス
タ
」
が
８
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
、

打
ち
上
げ
花
火
な
ど
催
物
が
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
、
復
興
に
向
け
て一
歩
ず
つ
歩

み
始
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

東
松
島
市
役
所
で
は
、
震
災
直
後
か
ら

８
月
上
旬
ま
で
は
、
土
・
日
関
係
無
く
業

務
が
行
わ
れ
て
お
り
、
職
員
の
負
担
や
ス
ト

レ
ス
は
相
当
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
熊
本
県
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、

他
自
治
体
か
ら
の
行
政
支
援
は
、
被
災
さ

れ
た
方
々
は
も
と
よ
り
、
東
松
島
市
職
員

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
支
援
業
務
が
落
ち
着
い
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
熊
本
県
の
東
松
島
市
行
政

支
援
チ
ー
ム
も
２０
名
体
制
か
ら
１０
名
体
制

で
の
派
遣
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
真
の
復
興
に
向
け
て
は
、
ま
だ
ま
だ
５

年
１０
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
の
支
援
が
必

要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
被
災
地
派
遣
に
よ
り
、

人
々
の
絆
の
深
さ
や
助
け
合
い
の
大
切
さ
を

改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も 

〝
が
ん
ば
ろ
う
東
北
〞 

を
合
言
葉
に
、
私
た

ち
に
で
き
る
支
援
を
考
え
な
が
ら
、
被
災

地
で
体
験
し
た
こ
と
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
阿
蘇
市
行
政
発
展
の
た
め
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

宮城県南三陸町への派遣職員

福島県いわき市への熊本県社会福祉協議会災害
ボランティア派遣

宮城県石巻市への派遣職員

岩手県陸前高田市への派遣職員
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